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フッ素って何？

いつ頃から塗布を始めたらいいの？

医院でのフッ素塗布に加えて、ご自宅でのフッ素洗口（うがい）で虫歯予防効果倍増！！！

本文は株）ビーブランドの資料を参考にしました。

この「おだいじに」では最新の歯科の話題や、皆さんが普段疑問を持たれてい
る事柄等についての情報を提供したいと思っております。こんなこと聞いてみた
いな、あれってどうなんだろう？そんなことがあればどんどんリクエストしてくだ
さい。バックナンバーも待合室にあります。

山本歯科医院　tel 0587-33-0570   fax 0587-33-0571
http://www.ne.jp/asahi/yamamoto/shikaiin/

歯科医院での定期的なフッ素塗布・検診はむし歯予防に有効であることは周
知です。さらに家庭でもフッ素を取り入れ、手軽で効果的な「むし歯予防
フッ素洗口（うがい）」を紹介します。

今回の裏面の担当は小幡典子（左）と糸川
佳代子（右）です。彼女たちスタッフも一生
懸命頑張っています。

　フッ素は「フッ素入り歯磨き粉」。「歯科医院でフッ素塗布を」などなど、日常、よく耳
にするようになった「フッ素」というコトバ。
虫歯予防にとても貢献してくれるものです。世界各国で利用されています。ただし、
塗ったからといって虫歯にならない魔法の薬ではありません。
　歯の質を強くする働き＋虫歯菌の活動を抑えるという2大特徴があります。
一度塗れば良いというものではなく、長期にわたり、繰り返し塗布することで効果が
得られます。

　表面が未熟でやわらかい小さな子どもの歯にフッ素を塗ると、歯のエナメル質に作用してフッ化カルシウ
ムに変化します。これが虫歯をつくる酸に対して抵抗力をもつので、ある程度虫歯を予防します。
　　●いつ塗ると良いのですか？
歯が生えたてのころは、フッ素を吸収しやすいので、前歯がそろったら1回、奥歯が生えそろったらまた1回
塗り、以降3ヶ月から半年に1度の割合で塗るのが良いでしょう（当医院推奨は４カ月おき)。
 　　●どこで塗るのですか？
小児歯科医院や歯科医院などで塗ってもらえます。地域によっては保健所や保健センターでの健診でも
可能です。
 

　日本人よりもアメリカ人のほうが砂糖の摂取量が多いのに、虫歯が少ないのは普段の日常生活へのフッ素の

取り込みが進んでいるのも一因と考えられます。定期的な医院でのフッ素塗布と健診をつつけな
がら、加えてご自宅でのフッ素洗口（うがい）をするとむし歯予防効果が高くなります。
　
ブクブクうがいができる３～４歳の頃から、永久歯が生え揃う１２歳頃までフッ素洗口を続けると、４０～６０％の
虫歯予防効果が期待できます。しかもフッ素は、歯の質自体を強くするので、成人になっても、虫歯予防効果が
持続します。
　薬剤は毎月数百円というコストで使用出来ます。成人の方にも効果ありです。ぜひ、ご相談ください。






